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聖
ラ
ー
マ
ク
リ
シ
ュ
ナ
の
生
涯
略
伝

　
聖
ラ
ー
マ
ク
リ
シ
ュ
ナ
の
誕
生

　

タ
ク
ー
ル
、
聖
ラ
ー
マ
ク
リ
シ
ュ
ナ
は
、
フ
ー
グ
リ
ー
地
方
に
あ
る
カ
マ
ー
ル
プ
ク
ル
村
の
バ
ラ
モ
ン
階
級
の
家
に

お
い
て
、
フ
ァ
ル
グ
ン
月（
二 

― 

三
月
）白は
く
ぶ
ん分
二
日
目
に
誕
生
さ
れ
た
。
カ
マ
ー
ル
プ
ク
ル
村
は
ジ
ャ
ハ
ナ
バ
ー
ド（
ア

ラ
ム
バ
ー
グ
）か
ら
八
マ
イ
ル（
十
二
キ
ロ
）西
、
ま
た
ボ
ル
ド
ワ
ン
か
ら
二
十
四
、五
マ
イ
ル（
四
十
キ
ロ
）南
で
あ
る
。

（
訳
註 

―
― 

太
陰
暦
を
用
い
た
ベ
ン
ガ
ル
暦
で
新
月
の
次
の
日
か
ら
満
月
ま
で
を
白は
く
ぶ
ん分

、
満
月
の
次
の
日
か
ら
新
月
ま
で
を
黒こ
く
ぶ
ん分

と
い
う
）

　

タ
ク
ー
ル
、
聖
ラ
ー
マ
ク
リ
シ
ュ
ナ
の
誕
生
日
に
つ
い
て
は
異
説
が
あ
る
。

　

ア
ム
ビ
カ
師
に
よ
る
天ホ

ロ
ス
コ
ー
プ

宮
図
。
こ
の
天
宮
図
は
タ
ク
ー
ル
の
病
気
の
時
期
、
ベ
ン
ガ
ル
暦
一
二
八
六
年（
西
暦

一
八
七
九
年
）カ
ル
テ
ィ
ク
月（
十 

― 

十
一
月
）三
日
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
誕
生
日
は
シ
ャ
カ
暦

一
七
五
六
年
フ
ァ
ル
グ
ン
月
十
日
、
水
曜
日
、
白
分
二
日
、
二ナ
ク
シ
ャ
ト
ラ

十
七
星
宿
は
プ
ー
ル
ヴ
ァ
・
バ
ー
ド
ラ
パ
ー
ダ（
室
宿
）。

星
命
一
七
五
六 

― 

一
〇 

― 

九 

― 

五
九 

― 

一
二
。

　

ク
シ
ェ
ー
ト
ラ
ナ
ー
ト
・
バ
ッ
ト
が
ベ
ン
ガ
ル
暦
一
三
〇
〇
年
に
作
製
し
た
天
宮
図
に
よ
る
と
、
星
命
は
一
七
五
四

― 

一
〇 

― 

九 

― 

〇 

― 

一
二
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
シ
ャ
カ
暦
一
七
五
四
年
フ
ァ
ル
グ
ン
十
日
、
水
曜
、
白
分
二
日
、

プ
ー
ル
ヴ
ァ
・
バ
ー
ド
ラ
パ
ー
ダ（
室
宿
）で
、
す
べ
て
合
っ
て
い
る
。
ベ
ン
ガ
ル
暦
一
二
三
九
年
二
月
二
十
日（
西
暦
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一
八
三
三
年
）の
生
ま
れ
と
な
る
。誕
生
の
時
刻
は
、宝ア
ク
エ
リ
ア
ス

瓶
宮
に
お
い
て
、太ラ
ヴ
ィ陽

と
月
チ
ャ
ン
ド
ラと

水ブ

タ星
が
合ご
う（

十
度
以
内
の
位
置
に
い
る
）

を
な
（
原
典
註
１
）

し
て
い
る
。
ま
た
木
星
は
金
星
と
合
を
生
じ
て
い
る
の
で
、〝
宗
教
の
祖
と
な
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
〟。

　

ナ
ラ
ヤ
ン
・
ジ
ョ
テ
ィ
ル
ブ
ー
シ
ャ
ン
の
新
し
い
天
宮
図（
僧
院
で
作
成
）。
こ
の
算
命
に
よ
る
と
、
ベ
ン
ガ
ル
暦

一
二
四
二
年
フ
ァ
ル
グ
ン
月
六
日
、
西
暦
一
八
三
六
年
二
月
一
七
日
、
水
曜
日
の
未
明
午
前
四
時
、
フ
ァ
ル
グ
ン
白
分

二
日
目
と
な
っ
て
お
り
、
太
陽
、
月
、
水
星
の
合
も
そ
の
他
の
星
の
座
相
も
す
べ
て
同
じ
で
あ
る
。
た
だ
ア
ム
ビ
カ
師

が
記
入
し
た
フ
ァ
ル
グ
ン
十
日
だ
け
が
合
わ
な
い
。
一
七
五
七 

― 

一
〇 

― 

五 

― 

五
九 

― 

二
八 

― 

二
一
。

　

タ
ク
ー
ル
は
人
間
の
肉
体
で
五
十
一
、
な
い
し
五
十
二
年
の
間
、
こ
の
地
上
に
お
ら
れ
た
。

　
父
ク
デ
ィ
ラ
ー
ム
、
母
チ
ャ
ン
ド
ラ
マ
ニ

　

タ
ク
ー
ル
の
父
親
ク
デ
ィ
ラ
ー
ム
・
チ
ョ
ッ
ト
パ
ッ
ダ
エ
は
き
わ
め
て
信
心
深
く
、
神
の
最
良
の
信
仰
者
で
あ
ら
れ

（
原
典
註
１
）
太ラ
ヴ
ィ陽

と
月
チ
ャ
ン
ド
ラと

水ブ

ダ星
が
合ご
う

を
な
し
て
い
る 
―
― 「（
原
典
）コ
タ
ム
リ
ト
第
四
巻
第
二
十
三
章
」
参
照
。

（
以
下
、補
足 

―
―
原
典
第
四
巻
第
二
十
三
章
第
九
節
、一
八
八
五
年
七
月
十
五
日
付
け
「
不コ

タ

ム

リ

ト

滅
の
言
葉
」
の
中
に
信
者
の
ギ
リ
シ
ュ
・
ゴ
ー

シ
ュ
と
ラ
ー
マ
ク
リ
シ
ュ
ナ
の
天
宮
図
に
関
す
る
会
話
が
あ
る
）

　

ギ
リ
シ
ュ
「
は
は
は
…
…
。
実
は
、
あ
な
た
様
の
天ホ
ロ
ス
コ
ー
プ

宮
図
を
見
た
い
と
思
い
ま
し
て
―
―
」

　

聖
ラ
ー
マ
ク
リ
シ
ュ
ナ
「
ハ
ッ
ハ
ッ
ハ
。
そ
う
か
い
。
わ
た
し
は
白
分
二
日
目
の
生
ま
れ
だ
。
そ
れ
に
、
太ラ
ヴ
ィ陽
と
月
チ
ャ
ン
ド
ラと
水ブ

ダ星
―
―
。

こ
れ
以
外
に
は
あ
ま
り
こ
れ
と
い
っ
た
こ
と
は
な
い
よ
う
だ
よ
」

　

ギ
リ
シ
ュ
「
宝ア
ク
エ
リ
ア
ス

瓶
宮
の
お
生
ま
れ
で
す
。
ラ
ー
マ
は
天ス
コ
ル
ピ
オ

蠍
宮
、
ク
リ
シ
ュ
ナ
は
金ト
ー
ラ
ス

牛
宮
、
チ
ャ
イ
タ
ニ
ヤ
は
獅レ

オ
子
宮
で
す
」
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た
。
母
の
チ
ャ
ン
ド
ラ
マ
ニ
・
デ
ー
ヴ
ィ
ー
も
ま
た
、
慈
悲
の
権
化
の
よ
う
な
女
性
で
あ
ら
れ
た
。
以
前
、
こ
の
方
々

は
デ
レ
と
い
う
村
に
住
ん
で
お
ら
れ
た
。
カ
マ
ー
ル
プ
ク
ル
村
か
ら
三
マ
イ
ル（
五
キ
ロ
）ほ
ど
離
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

そ
の
村
に
訴
訟
事
件
が
起
こ
っ
た
時
に
、
ク
デ
ィ
ラ
ー
ム
は
地
主
の
た
め
に
な
る
証
言
を
し
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
、
そ

の
後
間
も
な
く
、
親
戚
身
内
を
引
き
連
れ
て
カ
マ
ー
ル
プ
ク
ル
村
に
引
っ
越
し
て
こ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
幼
年
時
代

　

タ
ク
ー
ル
、
聖
ラ
ー
マ
ク
リ
シ
ュ
ナ
の
子
供
時
代
の
名
は
ガ
ダ
ー
ダ
ル（
ベ
ン
ガ
ル
語
発
音
で
は
ゴ
ダ
ド
ル
）。
小
学
校
で

ほ
ん
の
少
し
読
み
書
き
を
学
ん
だ
後
は
ず
っ
と
家
に
い
て
、
ラ
グ
ヴ
ィ
ル（
ラ
グ
族
の
英
雄
、
即
ち
ラ
ー
マ
の
こ
と
）の
像
を

熱
心
に
拝
み
仕
え
て
お
ら
れ
た
。
自
分
で
花
を
摘
ん
で
き
て
供
え
て
は
、
毎
日
、
毎
晩
、
神
像
に
お
仕
え
し
て
お
ら
れ

た
。
小
学
校
で
は
、「
算
術
が
さ
っ
ぱ
り
わ
か
ら
な
く
て
、
ほ
ん
と
に
困
っ
た
よ
」
と
、
後
に
よ
く
ご
自
分
で
話
さ
れ

て
い
た
。

　

誰
に
も
習
わ
な
い
の
に
歌
を
上
手
に
う
た
う
こ
と
が
お
出
来
に
な
っ
た
。 

―
― 

そ
れ
は
、
そ
れ
は
、
甘
い
や
さ
し
い

声
で 

―
― 

。
宗ヤ
ー
ト
ラ

教
劇
を
見
物
さ
れ
る
と
、
芝
居
の
な
か
の
歌
や
文
句
を
ほ
と
ん
ど
覚
え
て
は
、
そ
の
通
り
に
歌
わ
れ
る

の
だ
っ
た
。
子
供
時
代
は
ま
こ
と
に
楽
し
く
幸
福
で
あ
ら
れ
た
。
近
隣
の
子
供
た
ち
や
老
人
や
婦
人
た
ち
の
誰
も
が
、

こ
の
御
方
を
心
か
ら
愛
し
て
い
た
。

　

家
の
そ
ば
に
ラ
ハ
族
の
家
が
あ
っ
て
、そ
こ
に
宿
泊
所
が
あ
り
、い
つ
も
修
行
者
た
ち
が
出
入
り
し
て
い
た
。
ガ
ダ
ー

ダ
ル
は
毎
日
の
よ
う
に
そ
こ
で
修
行
者
た
ち
と
い
っ
し
ょ
に
い
た
り
、進
ん
で
世
話
を
し
た
り
し
て
お
ら
れ
た
。プ
ラ
ー
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ナ（
聖
典
）を
朗
読
し
て
い
る
時
に
は
、
一
心
不
乱
に
一
語
も
聞
き
も
ら
さ
ず
、
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
お
ら
れ
た
。
こ
の

よ
う
に
し
て
、
ラ
ー
マ
ー
ヤ
ナ
、
マ
ハ
ー
バ
ー
ラ
タ
、
シ
ュ
リ
ー
マ
ッ
ド
・
バ
ー
ガ
ヴ
ァ
タ
な
ど
の
話
を
全
部
、
胸
に

納
め
て
し
ま
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
あ
る
日
、
隣
の
ア
ヌ
ー
ル
村
に
行
く
た
め
野
原
を
通
っ
て
お
ら
れ
た
。
お
年
は
十
一

才
で
あ
ら
れ
た
。
後
に
タ
ク
ー
ル
が
御
自
分
で
語
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の
時
、
突
如
と
し
て
霊
妙
不
可
思
議
な

光
を
ご
覧
に
な
り
、
外
界
の
一
切
が
空
に
な
る
と
い
う
経
験
を
さ
れ
た
。
人
々
は
気
絶
し
た
の
だ
と
言
っ
た
が
、
お
そ

ら
く
タ
ク
ー
ル
は
三サ
マ
ー
デ
ィ昧に
入
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
父
の
死
後
カ
ル
カ
ッ
タ
へ 
―
―
カ
ー
リ
ー
寺
院

　

父
ク
デ
ィ
ラ
ー
ム
が
亡
く
な
っ
た
後
、
タ
ク
ー
ル
は
長
兄
と
共
に
カ
ル
カ
ッ
タ
に
お
い
で
に
な
っ
た
。
そ
の
時
、
こ

の
御
方
の
お
年
は
十
七
才
か
ら
十
八
才
の
間
で
あ
る
。
カ
ル
カ
ッ
タ
に
お
い
て
、
数
日
は
ナ
テ
ィ
ル
・
バ
ガ
ン
で
、
数

日
は
ジ
ャ
マ
プ
ク
ル
の
ゴ
ー
ヴ
ィ
ン
ダ
・
チ
ャ
ト
ジ
ェ
ー
の
家
に
滞
在
さ
れ
て
、
おプ
ー
ジ
ャ

祈
り
を
し
て
廻
ら
れ
た
。
こ
の
こ

と
が
縁
と
な
っ
て
、
ジ
ャ
マ
プ
ク
ル
の
ミ
ト
ラ
の
家
で
何
日
か
祈
禱
を
な
さ
っ
た
。

　

ラ
ー
ニ
・
ラ
ー
ス
マ
ニ
が
カ
ル
カ
ッ
タ
か
ら
三
マ
イ
ル（
五
キ
ロ
）ほ
ど
離
れ
た
南
ド
ツ
キ
ネ
ー
シ
ヨ
ル
神
の
地
に
、
カ
ー
リ
ー
神
殿
を

建
立
し
た
。
ベ
ン
ガ
ル
暦
一
二
六
二
年
、
ジ
ョ
イ
ス
ト
月
一
八
日
、
木
曜
日
、
沐
ス
ナ
ー
ナ
・
ヤ
ー
ト
ラ（
訳
註
）

浴
祭
の
日
で
あ
る（
英
国
式
に
言

（
訳
註
）
ジ
ョ
イ
ス
ト
月（
５
月
中
旬
～
６
月
中
旬
）の
満
月
の
日
に
ジ
ャ
ガ
ン
ナ
ー
タ（
ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
神
）を
沐
浴
さ
せ
る
た
め
に
巡
行

す
る
祭
典
。
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え
ば
キ
リ
ス
ト
暦
一
八
五
五
年
五
月
三

（
原
典
註
２
）

十
一
日
）。
タ
ク
ー
ル
、
聖
ラ
ー
マ
ク
リ
シ
ュ
ナ
の
長
兄
、
パ
ン
デ
ィ
ッ
ト
・
ラ
ー
ム

ク
マ
ー
ル
が
主
司
祭
と
し
て
雇
わ
れ
た
。
そ
れ
で
タ
ク
ー
ル
も
、時
々
カ
ル
カ
ッ
タ
か
ら
そ
こ
を
訪
ね
て
行
か
れ
た
が
、

間
も
な
く
ご
自
分
も
役
僧
と
な
ら
れ
た
。
そ
の
と
き
、二
十
一
才
か
ら
二
十
二
才
の
間
で
あ
る
。
次
兄
の
ラ
ー
メ
ー
シ
ュ

ワ
ル
も
、
時
々
カ
ー
リ
ー
神
殿
の
役
僧
の
仕
事
を
し
て
い
た
。
こ
の
方
に
は
二
人
の
子
息
、
ラ
ー
ム
ラ
ル
と
シ
ヴ
ァ

ラ
ー
ム
と
一
人
の
娘
、
ラ
ク
シ
ュ
ミ
ー
・
デ
ー
ヴ
ィ
ー
が
あ
っ
た
。

　
タ
ク
ー
ル
の
境
地
の
変
化
、
結
婚
式
、
女
神
を
見
る
こ
と
、
狂
気
の
様
相

　

し
ば
ら
く
役
僧
の
仕
事
を
し
て
い
る
う
ち
に
、
聖
ラ
ー
マ
ク
リ
シ
ュ
ナ
の
精
神
状
態
が
変
っ
た
様
子
に
な
っ
た
。
一

日
中
た
だ
茫
然
自
失
の
有
様
で
、
女
神
の
像
の
そ
ば
に
坐
り
つ
づ
け
て
お
ら
れ
る
の
で
あ
っ
た
。

　

身
内
の
人
た
ち
は
相
談
し
て
、
こ
の
お
方
に
結
婚
さ
せ
た
。
結
婚
さ
せ
れ
ば
ま
た
情
況
が
変
わ
る
か
も
し
れ
な
い
、

と
期
待
し
た
か
ら
で
あ
る
。
カ
マ
ー
ル
プ
ク
ル
村
か
ら
四
マ
イ
ル（
六
キ
ロ
余
）離
れ
た
ジ
ャ
ヤ
ラ
ン
バ
テ
ィ
村
の
ラ
ー

ム
・
チ
ャ
ン
ド
ラ
・
ム
コ
パ
ッ
ダ
エ
の
娘
、
サ
ー
ラ
ダ
ー
マ
ニ
・
デ
ー
ヴ
ィ
ー
と
結
婚
式
を
挙
げ
ら
れ
た
の
は
一
八
五
九

年
の
こ
と
で
あ
る
。
タ
ク
ー
ル
の
お
年
は
二
十
二
、三
才
、
後
の
大
シ
ュ
リ
ー
・
シ
ュ
リ
ー
・
マ
ー

聖
母
は
六
才
で
あ
ら
れ
た
。

　

結
婚
式
を
済
ま
せ
て
、
聖
ラ
ー
マ
ク
リ
シ
ュ
ナ
が
南

ド
ッ
キ
ネ
ー
シ
ョ
ル

神
村
の
カ
ー
リ
ー
寺
院
に
戻
っ
て
こ
ら
れ
て
数
日
後
、
こ
の
お

方
の
様
子
は
全
く
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。
カ
ー
リ
ー
の
神
像
に
仕
え
て
礼
拝
し
て
い
る
う
ち
に
、
世
に
も
不
思
議
な
、

た
と
え
よ
う
も
な
く
美
し
い
大
女
神
の
姿
を
御
覧
に
な
り
は
じ
め
た
の
で
あ
る
。
小
鈴
を
鳴
ら
し
な
が
ら
お
灯
明
を
あ

げ
よ
う
と
な
さ
る
の
だ
が
、
途
中
で
出
来
な
く
な
っ
て
止
め
て
し
ま
わ
れ
る
。
礼
拝
す
る
た
め
に
坐
っ
て
も
、
途
中
で
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出
来
な
く
な
ら
れ
る
。
ど
う
か
す
る
と
、
神
前
に
捧
げ
る
花
を
ご
自
分
の
頭
に
の
せ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
。

　

も
う
寺
院
の
勤
め
も
出
来
な
く
な
り
、
狂
人
の
よ
う
に
あ
ち
こ
ち
を
フ
ラ
フ
ラ
と
歩
き
廻
る
よ
う
に
な
ら
れ
た
。

ラ
ー
ニ
・
ラ
ー
ス
マ
ニ
の
娘
婿
の
マ
ト
ゥ
ー
ル
は
、
こ
の
お
方
を
偉
大
な
聖
者
で
あ
る
と
認
め
て
お
世
話
を
し
始
め
、

他
の
バ
ラ
モ
ン
僧
を
連
れ
て
き
て
大マ

ー
実
母
カ
ー
リ
ー
の
礼
拝
奉
仕
さ
せ
る
こ
と
に
し
た
。
そ
れ
で
、
タ
ク
ー
ル
の
妹
の

息
子
フ
リ
ダ
イ
・
ム
コ
パ
ッ
ダ
エ
を
呼
び
よ
せ
て
、
こ
の
役
目
と
、
タ
ク
ー
ル
、
聖
ラ
ー
マ
ク
リ
シ
ュ
ナ
の
日
常
の
お

世
話
を
任
せ
た
。

　

タ
ク
ー
ル
は
も
う
二
度
と
、
寺
で
の
勤
行
も
な
さ
ら
ず
、
ま
た
世
間
並
み
の
生
活
を
も
な
さ
ら
な
か
っ
た
。
も
ち
ろ

ん
結
婚
な
ど
は
、
名
ば
か
り
の
も
の
で
あ
っ
た
。
終
日
、
大マ

ー
実
母
！　

大マ

ー
実
母
！　

と
口
走
り
な
が
ら
、
時
に
は
感
覚

の
な
い
木で

く偶
人
形
の
よ
う
に
、
時
に
は
狂
人
の
よ
う
に
、
あ
た
り
を
う
ろ
つ
い
て
お
ら
れ
た
。
ま
た
あ
る
時
は
幼
児
の

よ
う
に
な
っ
た
り
、
女
と
金
に
執
着
し
た
世
俗
的
な
人
々
を
見
る
と
、
物
陰
に
隠
れ
た
り
な
さ
る
の
だ
っ
た
。
神
様
に

関
係
の
あ
る
人
や
、
神
に
つ
い
て
の
話
の
ほ
か
に
は
何
一
つ
関
心
を
示
そ
う
と
な
さ
ら
な
か
っ
た
。
た
だ
ひ
た
す
ら
、

大マ

ー
実
母
！　

大マ

ー
実
母
！　

カ
ー
リ
ー
神
殿
に
は
無
料
宿
泊
所
が
あ
っ
て（
現
在
で
も
あ
る
）、
修
行
者
や
出
家
た
ち
が
常
に

泊
ま
っ
て
い
た
。
ト
ー
タ
ー
・
プ
リ
ー
が
こ
こ
に
十
一
ヶ
月
の
間
滞
在
し
て
、
タ
ク
ー
ル
に
ヴ
ェ
ー
ダ
ー
ン
タ
哲
学
を

教
え
た
。
少
し
教
え
て
い
る
う
ち
に
、
ト
ー
タ
ー
・
プ
リ
ー
は
タ
ク
ー
ル
が
無
ニ
ル
ヴ
ィ
カ
ル
パ
・
サ
マ
ー
デ
ィ

分
別
三
昧（
最
高
の
三
昧
）に
入
っ
て
い

（
原
典
註
２
）
こ
れ
は
ラ
ー
ニ
・
ラ
ー
ス
マ
ニ
の
カ
ー
リ
ー
寺
院
の
売
買
証
書
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
譲
渡
証
書
に
よ
る
と
寺
院
の
用
地

購
入
は
一
八
四
七
年
九
月
六
日
で
、
登
記
は
一
八
六
一
年
八
月
二
十
七
日
、
価
格
は
二
十
二
万
六
千
ル
ピ
ー
で
あ
っ
た
。
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る
の
を
見
た
。
キ
リ
ス
ト
暦
一
八
六
六
年
の
こ
と
で
あ
る
。

　

バ
ラ
モ
ン
の
女
行
者
ブ
ラ
フ
マ
ニ
ー
が
そ
れ
以
前（
一
八
五
九
年
）に
こ
こ
へ
来
て
、
タ
ン
ト
ラ
の
修
行
法
を
ひ
と
通

り
伝
授
し
て
く
れ
、
ま
た
、
タ
ク
ー
ル
の
こ
と
を
聖
ガ
ウ
ラ
ン
ガ（
チ
ャ
イ
タ
ニ
ヤ
）と
見
な
し
て
、〝
不
シ
ュ
リ
ー
・
チ
ャ
リ
タ
ー
ム
リ
タ

滅
の
行
法
〟
な

ど
の
ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
派
の
聖
典
を
い
ろ
い
ろ
読
ん
で
聞
か
せ
た
。
タ
ク
ー
ル
に
ト
ー
タ
ー
・
プ
リ
ー
が
ヴ
ェ
ー
ダ
ー
ン
タ

哲
学
を
聞
か
せ
て
い
る
の
を
知
っ
て
、
こ
の
女
行
者
は
大
変
心
配
し
て
こ
う
言
っ
た 

―
― 「
バ
バ
、
ヴ
ェ
ー
ダ
ー
ン
タ

を
聞
い
て
は
い
け
ま
せ
ん
よ
。
あ
ん
な
の
を
聞
い
て
い
る
と
、せ
っ
か
く
の
法バ
ー
ヴ
ァ悦

や
信バ
ク
テ
ィ仰

が
薄
ま
っ
て
し
ま
い
ま
す
よ
」

　

ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
派
の
学

パ
ン
デ
ィ
ッ
ト

者
、
ヴ
ァ
イ
シ
ュ
ナ
ヴ
ァ
・
チ
ャ
ラ
ン
も
始
終
こ
こ
へ
来
た
。
彼
は
タ
ク
ー
ル
を
カ
ル
ト
ラ
の

チ
ャ
イ
タ
ニ
ヤ
集
会
へ
お
連
れ
し
た
。こ
の
集
会
で
、タ
ク
ー
ル
、聖
ラ
ー
マ
ク
リ
シ
ュ
ナ
は
前
三
昧
状
態
で
聖
チ
ャ
イ

タ
ニ
ヤ
様
デ
ー
ヴ
ァの
座
へ
上
が
っ
て
坐
ら
れ
た
。
ヴ
ァ
イ
シ
ュ
ナ
ヴ
ァ
・
チ
ャ
ラ
ン
は
チ
ャ
イ
タ
ニ
ヤ
集
会
の
首お

さ長
で
あ
っ
た
。

　

ヴ
ァ
イ
シ
ュ
ナ
ヴ
ァ
・
チ
ャ
ラ
ン
は
マ
ト
ゥ
ー
ル
に
向
か
っ
て
次
の
よ
う
に
言
っ
た
。「
こ
れ（
タ
ク
ー
ル
の
状
態
）は
、

気
が
狂
っ
た
の
と
は
全
く
ち
が
う 

―
― 
愛
の
歓
喜
に
我
を
忘
れ
た
状
態
で
あ
る
。
こ
の
御
方
は
、
神
の
た
め
に
他
の
一

切
を
忘
れ
て
お
ら
れ
る
」
前
述
の
バ
ラ
モ
ン
の
女
行
者
と
こ
の
ヴ
ァ
イ
シ
ュ
ナ
ヴ
ァ
・
チ
ャ
ラ
ン
は
、
タ
ク
ー
ル
の
マ

ハ
ー
バ
ー
ヴ
ァ（
大
恍
惚
）の
状
態
を
正
し
く
理
解
し
た
の
で
あ
っ
た
。
タ
ク
ー
ル
は
こ
の
こ
ろ
、
ち
ょ
う
ど
チ
ャ
イ
タ

ニ
ヤ
様
デ
ー
ヴ
ァの

よ
う
に
、
時
に
は
内
的
恍
惚
、
時
に
は
無
生
物
の
よ
う
に
な
っ
て
三
昧
に
入
っ
た
り
、
ま
た
半
覚
醒
状
態
に

な
っ
た
り
、
普
通
の
状
態
に
な
っ
た
り
さ
れ
て
い
た
。

　
大
実
母
と
の
対
話
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タ
ク
ー
ル
は
、〝
大マ

ー
実
母
、大マ

ー
実
母
〟
と
呼
ん
で
は
泣
か
れ
た 

―
― 

。
そ
し
て
い
つ
も
宇
宙
の
大
実
母
と
対
話
を
さ
れ
、

大
実
母
か
ら
教
訓
や
指
示
を
い
た
だ
い
て
お
ら
れ
た
。「
マ
ー
よ
、
わ
た
し
は
お
ま
え
の
言
葉
を
聞
く
だ
け
だ
。
わ
た

し
は
お
経
や
聖
典
も
知
ら
な
い
。
学
問
も
知
ら
な
い
。
お
ま
え
が
教
え
て
く
れ
る
こ
と
を
そ
の
ま
ま
信
じ
る
だ
け
だ
」

と
常
に
言
っ
て
お
ら
れ
た
。
タ
ク
ー
ル
は
、
次
の
こ
と
を
理
解
し
て
お
ら
れ
、
ま
た
常
に
口
に
し
て
お
ら
れ
た
。

「
至
高
の
ブ
ラ
フ
マ
ン
、
完
全
な
る
実サ
ッ
ト在
と
智チ
ッ
ト慧
と
歓ア
ー
ナ
ン
ダ喜、
そ
の
御
方
こ
そ
大マ

ー
実
母
で
あ
る
」

　

タ
ク
ー
ル
に
向
か
っ
て
、
こ
の
宇
宙
の
大
実
母
は
語
ら
れ
た
。「
お
ま
え
と
わ
た
し
は
一
つ
。
お
ま
え
は
信
仰
と
愛

を
持
っ
て
こ
の
世
に
住
み
な
さ
い 

―
― 

人
び
と
の
幸
い
の
為
に
ね
。
信
者
た
ち
が
集
ま
っ
て
く
る
よ
。
そ
の
と
き
お
前

は
、
世
俗
の
者
た
ち
だ
け
と
会
っ
て
は
い
け
な
い
。
大
勢
の
純
粋
無
欲
な
信
仰
者
た
ち
も
い
る
か
ら
、
そ
の
者
た
ち
が

こ
こ
へ
来
る
だ
ろ
う
よ
」
神
殿
の
献ア
ー
ラ
テ
イ灯の

時
、
鈴
の
音
が
鳴
り
だ
す
と
聖
ラ
ー
マ
ク
リ
シ
ュ
ナ
は
館ク
テ
ィの

屋
上
に
行
か
れ

て
は
大
声
で
呼
ば
れ
る
の
だ
っ
た
。「
オ
ー
イ
、
わ
た
し
の
信
者
た
ち
ー
ィ
、
お
ま
え
ら
は
一
体
誰
だ
ー
ァ
、
何
処
に

今
い
る
ゥ
ー
、
は
や
く
大
急
ぎ
で
や
っ
て
こ
ー
い
」

　

母
親
の
チ
ャ
ン
ド
ラ
マ
ニ
・
デ
ー
ヴ
ィ
ー
に
対
し
て
、
タ
ク
ー
ル
は
宇
宙
の
母（
ド
ゥ
ル
ガ
ー
女
神
）の
い
ま
一
つ
の
姿

で
あ
る
と
理
解
さ
れ
、
そ
の
気
持
ち
で
仕
え
て
お
ら
れ
た
。
長
兄
ラ
ー
ム
ク
マ
ル
が
逝
去
す
る
と
、
母
親
は
息
子
に
先

立
た
れ
た
悲
嘆
の
た
め
に
健
康
を
損
ね
た
。
そ
の
後
三
、四
年
の
間
、
カ
ー
リ
ー
神
殿
に
連
れ
て
こ
ら
れ
て
、
ご
自
分

の
そ
ば
に
住
ま
わ
せ
、
毎
日
会
い
に
行
か
れ
て
母
親
の
足
を
拝
し
て
は
、「
お
母
さ
ん
、
ご
気
分
は
い
か
が
？
」
と
尋

ね
ら
れ
た
。

　

タ
ク
ー
ル
は
二
度
、
聖
地
巡
礼
に
行
か
れ
た
。
一
度
目
は
母
親
を
伴
わ
れ
、
ラ
ー
ム
・
チ
ャ
ト
ジ
ェ
ー
氏
と
マ
ト
ゥ
ー
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ル
氏
の
息
子
た
ち
が
い
っ
し
ょ
だ
っ
た
。
こ
の
と
き
は
、
カ
ー
シ
ー（
バ
ラ
ナ
シ
）ま
で
や
っ
と
鉄
道
が
引
か
れ
た
ば
か

り
の
と
き
だ
っ
た
。
異
状
な
状
態
が
五
、六
年
く
ら
い
続
い
て
い
た
と
き
の
間
の
こ
と
だ
っ
た
。
そ
の
と
き
は
、
朝
か

ら
晩
ま
で
ほ
と
ん
ど
三
昧
の
状
態
か
、ま
た
は
歓
喜
に
恍
惚
と
酔
っ
て
お
ら
れ
た
。ヴ
ァ
イ
デ
ィ
ヤ
ナ
ー
ト
と
カ
ー
シ
ー

と
プ
ラ
ヤ
ー
ガ
を
見
ら
れ
た
。
キ
リ
ス
ト
暦
一
八
六
三
年
の
こ
と
で
あ
る
。

　

第
二
回
目
の
聖
地
巡
礼
は
、
そ
れ
か
ら
五
年
後
の
キ
リ
ス
ト
暦
一
八
六
八
年
一
月
で
あ
る
。
マ
ト
ゥ
ー
ル
氏
と
彼
の

夫
人
ジ
ャ
ガ
ダ
ン
バ
・
ダ
シ
ー
と
い
っ
し
ょ
で
あ
っ
た
。
こ
の
度
は
甥
の
フ
リ
ダ
イ
も
お
伴
を
し
た
。
こ
の
旅
行
で
は
、

カ
ー
シ
ー（
バ
ラ
ナ
シ
）、
プ
ラ
ヤ
ー
ガ
、
聖
ブ
リ
ン
ダ
ー
ヴ
ァ
ン
を
訪
ね
て
こ
ら
れ
た
。
カ
ー
シ
ー
の
マ
ニ
カ
ル
ニ
カ

（
・
ガ
ー
ト
）
で
三サ
マ
ー
デ
ィ昧に
入
ら
れ
て
、
主
ヴ
ィ
シ
ュ
ワ
ナ
ー
ト（
宇
宙
の
主
シ
ヴ
ァ
）が
死
ん
で
い
く
人
た
ち
の
耳
に
、
救

い
の
神
の
名
前
を
聞
か
せ
て
お
や
り
に
な
っ
て
い
る
光
景
を
ご
覧
に
な
っ
た
。
ま
た
、
沈
黙
の
誓
い
を
し
て
い
る
行
者

ト
ラ
イ
ラ
ン
ガ
・
ス
ワ
ミ
と
対
話
を
な
さ
っ
た
（
訳
註 

―
― 

身
振
り
手
振
り
で
）。
マ
ト
ゥ
ラ
ー
へ
行
か
れ
て
、ド
ゥ
ル
ヴ
ァ
・

ガ
ー
ト
で
ヴ
ァ
ー
ス
デ
ー
ヴ
ァ（
ク
リ
シ
ュ
ナ
の
父
）の
腕
に
抱
か
れ
た
聖
ク
リ
シ
ュ
ナ
や
、
ブ
リ
ン
ダ
ー
ヴ
ァ
ン
で
は
、

夕
方
、
牧
場
で
聖
ク
リ
シ
ュ
ナ
が
牝
牛
を
連
れ
て
ヤ
ム
ナ
ー
河
を
渡
っ
て
こ
ら
れ
る
な
ど
の
楽
し
い
霊
姿
を
半
三
昧
の

眼
で
ご
覧
に
な
っ
た
り
し
た
。ニ
ド
ゥ
の
森
で
は
、ラ
ー
ダ
ー
へ
の
愛
に
浸
り
き
っ
た
ガ
ン
ガ
ー
マ
ー
タ
ー
と
語
り
合
っ

て
、
こ
の
上
な
い
よ
ろ
こ
び
の
時
を
過
ご
さ
れ
た
。

　
ケ
ー
シ
ャ
ブ
・
セ
ン
氏
と
の
交
渉
、
集
ま
っ
て
き
た
信
者
た
ち

　

ケ
ー
シ
ャ
ブ
・
セ
ン
氏
が
門
弟
た
ち
と
共
に
ベ
ル
ガ
ル
の
別
荘
に
お
い
て
神
を
瞑
想
し
思
索
に
過
し
て
い
た
時
、
タ
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ク
ー
ル
、
聖
ラ
ー
マ
ク
リ
シ
ュ
ナ
は
甥
の
フ
リ
ダ
イ
を
伴
っ
て
彼
に
会
い
行
か
れ
た
。
キ
リ
ス
ト
暦
一
八
七
五
年
の
こ

と
で
あ
る
。
ネ
パ
ー
ル
の
〝
キ
ャ
プ
テ
ン
〟
で
あ
る
ヴ
ィ
シ
ュ
ワ
ナ
ー
ト
・
ウ
パ
ッ
ダ
エ
は
、
こ
の
時
期
か
ら
ず
っ
と

タ
ク
ー
ル
の
許
に
通
っ
て
く
る
よ
う
に
な
っ
た
。
シ
ン
テ
ィ
の
ゴ
パ
ー
ル
（
年
長
の
ゴ
パ
ー
ル
）
と
マ
ヘ
ン
ド
ラ
・
カ

ヴ
ィ
ラ
ー
ジ
、
ク
リ
シ
ュ
ナ
ー
ガ
ル
の
キ
シ
ョ
リ
ー
と
マ
ヒ
マ
ー
チ
ャ
ラ
ン
も
こ
の
と
き
初
め
て
タ
ク
ー
ル
に
お
目
に

か
か
っ
た
。

　

タ
ク
ー
ル
の
内
輪
の
弟
子
た
ち 

―
― 

即
ち
タ
ク
ー
ル
の
昇
天
後
、
力
を
合
わ
せ
て
師
の
教
え
を
全
イ
ン
ド
、
全
世
界

に
宣
布
し
た
弟
子
た
ち
は
、
キ
リ
ス
ト
暦
一
八
七
九
年
、
一
八
八
〇
年
こ
ろ
か
ら
、
タ
ク
ー
ル
の
そ
ば
に
集
ま
り
始
め

た
。
彼
等
が
タ
ク
ー
ル
に
お
会
い
し
た
と
き
は
、
タ
ク
ー
ル
は
狂
人
の
よ
う
な
様
子
は
も
う
ほ
と
ん
ど
な
く
な
っ
て
い

た
。
静
か
に
落
ち
着
い
て
、
し
か
も
無
邪
気
な
子
供
の
よ
う
に
い
つ
も
楽
し
そ
う
に
し
て
お
ら
れ
た
。
し
か
も
、
ほ
と

ん
ど
絶
え
ま
な
く
三サ
マ
ー
デ
ィ昧に

入
ら
れ
る
の
だ
っ
た
。
時
に
は
ジ
ャ
ダ
・
サ
マ
ー
デ
ィ
、
時
に
は
バ
ー
ヴ
ァ
・
サ
マ
ー
デ
ィ

に
入
ら
れ
、
三
昧
か
ら
戻
ら
れ
た
後
は
恍
惚
と
し
て
そ
の
辺
を
お
歩
き
に
な
る
の
が
常
で
あ
っ
た
。
ま
る
で
五
才
の
幼

童
の
よ
う
に
、
始
終
、〝
大マ

ー
実
母
！　

大マ

ー
実
母
！
〟
と
言
っ
て
お
ら
れ
た
。

　

ラ
ー
ム（
ラ
ー
ム
・
チ
ャ
ン
ド
ラ
・
ダ
ッ
タ
、
医
師
）と
マ
ノ
モ
ハ
ン
（
ラ
ー
ム
の
従い

と
こ弟

）
は
キ
リ
ス
ト
暦
一
八
七
九
年
の
終
わ

り
こ
ろ
か
ら
来
て
信
者
に
な
っ
た
。
ケ
ダ
ル
、
ス
レ
ン
ド
ラ
が
彼
等
に
続
い
て
来
た
。
チ
ュ
ニ
ー
、
ラ
ト
ゥ
、
ニ
テ
ィ

ヤ
ゴ
パ
ー
ル
、
タ
ー
ラ
ク
も
続
い
て
や
っ
て
き
た
。
一
八
八
一
年
の
終
り
頃
か
ら
一
八
八
二
年
の
は
じ
め
に
か
け
て
、

ナ
レ
ン
ド
ラ（
後
の
ヴ
ィ
ヴ
ェ
ー
カ
ー
ナ
ン
ダ
）、
ラ
カ
ー
ル（
後
の
ブ
ラ
フ
マ
ー
ナ
ン
ダ
）、
バ
ヴ
ァ
ナ
ー
ト
、
バ
ブ
ラ
ー
ム
、

バ
ラ
ラ
ー
ム
、
ニ
ラ
ン
ジ
ャ
ン
、
校
長（
こ
の
本
の
著
者
、
マ
ヘ
ン
ド
ラ
・
ナ
ー
ト
・
グ
プ
タ
）、
ヨ
ー
ギ
ン
が
相
前
後
し
て
集
ま
っ
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て
き
た
。
一
八
八
三
年
か
ら
四
年
に
か
け
て
は
、
キ
シ
ョ
リ
ー
、
ア
ダ
ル
、
ニ
タ
イ
、
若
い
ゴ
パ
ー
ル
、
ベ
ル
ガ
ル
の

タ
ー
ラ
ク
、
シ
ャ
ラ
ト
、
シ
ャ
シ
ー
。
一
八
八
四
年
に
は
サ
ン
ニ
ャ
ー
ル
、
ガ
ン
ガ
ー
ダ
ル
、
カ
ー
リ
ー
、
ギ
リ
シ
ュ
、

デ
ベ
ン
ド
ラ
、
サ
ー
ラ
ダ
ー
、
カ
リ
パ
ダ
、
ウ
ペ
ン
ド
ラ
、
ド
ゥ
イ
ジ
ャ
、
ハ
リ
。
一
八
八
五
年
に
は
ス
ボ
ド
ゥ
、
若
い

ナ
レ
ン
ド
ラ
、
パ
ル
ト
ゥ
、
プ
ー
ル
ナ
、
ナ
ラ
ヤ
ン
、
テ
ジ
チ
ャ
ン
ド
ラ
、
ハ
リ
パ
ダ
が
来
た
。

　

こ
の
よ
う
に
し
て
ハ
ラ
モ
ー
ハ
ン
、
ジ
ャ
ゲ
ー
シ
ュ
ワ
ル
、
ハ
ズ
ラ
ー
、
ク
シ
ー
ロ
ド
、
ク
リ
シ
ュ
ナ
ー
ガ
ル
の
ヨ
ー

ギ
ン
、
マ
ニ
ン
ド
ラ
、
ブ
ー
パ
テ
ィ
、
ア
ク
シ
ャ
イ
、
ナ
ヴ
ァ
ゴ
パ
ー
ル
、
ベ
ル
ガ
ル
の
ゴ
ー
ヴ
ィ
ン
ダ
、
ア
シ
ュ
、

ギ
リ
ン
ド
ラ
、
ア
ト
ゥ
ル
、
ド
ゥ
ル
ガ
ー
チ
ャ
ラ
ン
、
ス
レ
シ
ュ
、
プ
ラ
ン
ク
リ
シ
ュ
ナ
、
ナ
ヴ
ァ
イ
・
チ
ャ
イ
タ
ニ

ヤ
、
ハ
リ
プ
ラ
サ
ン
ナ
、
マ
ヘ
ン
ド
ラ（
・
ム
コ
パ
ッ
ダ
エ
）、
プ
リ
ヤ
、
サ
ー
ド
ゥ
、
プ
リ
ヤ
ナ
ー
ト（
・
マ
ン
マ
ト
）、

ビ
ィ
ノ
ド
、
ト
ゥ
ル
シ
ー
、
ハ
リ
シ
ュ
・
ム
ス
タ
フ
ィ
、
バ
サ
ー
ク
、
カ
タ
ー
ク
・
タ
ク
ー
ル
、
バ
リ
の
シ
ャ
シ
ー（
ブ

ラ
フ
マ
チ
ャ
ー
リ
ー
）、
ニ
テ
ィ
ヤ
ゴ
パ
ー
ル（
ゴ
ー
ス
ワ
ミ
ー
）、
コ
ン
ナ
ガ
ル
の
ヴ
ィ
ピ
ン
、
ビ
ハ
リ
ー
、
デ
ィ
ー

レ
ン
、
ラ
カ
ー
ル（
ハ
ラ
ダ
リ
）な
ど
が
次
々
と
タ
ク
ー
ル
の
許も
と

へ
来
た
。

　

イ
ー
シ
ュ
ワ
ラ
・
ヴ
ィ
デ
ィ
ヤ
サ
ー
ガ
ル
、
学

パ
ン
デ
ィ
ッ
ト

者
シ
ャ
シ
ャ
ダ
ル
、
ド
ク
タ
ー
・
ラ
ジ
ェ
ン
ド
ラ
、
ド
ク
タ
ー
・
サ
ル

カ
ル
、
バ
ン
キ
ム（
・
チ
ャ
ト
ジ
ェ
ー
）、
ア
メ
リ
カ
人
の
ミ
ス
タ
ー
・
ク
ッ
ク
、
信
者
ウ
ィ
リ
ア
ム
ス
、
ミ
ス
タ
ー
・

ミ
シ
ル
、
マ
イ
ケ
ル
・
マ
ド
ゥ
ス
ー
ダ
ン
、
ク
リ
シ
ュ
ナ
ダ
ー
ス（
・
パ
ル
）、
学
パ
ン
デ
ィ
ッ
ト

者
デ
ィ
ー
ナ
バ
ン
ド
ゥ
、
学
パ
ン
デ
ィ
ッ
ト

者
シ
ャ
ー

マ
パ
ダ
、ラ
ー
ム
ナ
ラ
ヤ
ン
博
士
、ド
ゥ
ル
ガ
ー
チ
ャ
ラ
ン
博
士
、ラ
デ
ィ
カ
・
ゴ
ー
ス
ワ
ミ
ー
、シ
シ
ル（
・
ゴ
ー
シ
ュ
）、

ナ
ヴ
ィ
ン（
・
ム
ン
シ
ー
）、ニ
ー
ラ
カ
ン
タ
な
ど
の
人
々
も
タ
ク
ー
ル
に
お
会
い
し
た
。
タ
ク
ー
ル
は
ト
ラ
イ
ラ
ン
ガ
・

ス
ワ
ミ
と
聖
地
カ
ー
シ
ー（
バ
ラ
ナ
シ
）で
、
ガ
ン
ガ
ー
マ
ー
タ
ー
と
は
聖
ブ
リ
ン
ダ
ー
ヴ
ァ
ン
の
地
で
会
見
さ
れ
た
。
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ガ
ン
ガ
ー
マ
ー
タ
ー
は
タ
ク
ー
ル
を
愛
ら
し
き
ラ
ー
ダ
ー（
ク
リ
シ
ュ
ナ
の
恋
人
）と
見
な
し
て
い
て
、
ブ
リ
ン
ダ
ー
ヴ
ァ

ン
に
引
き
留
め
よ
う
と
し
た
。

　

身
内
の
よ
う
な
信
者
た
ち
が
集
ま
っ
て
く
る
ま
で
に
、
ク
リ
シ
ュ
ナ
キ
シ
ョ
ル
、
マ
ト
ゥ
ー
ル
、
シ
ャ
ン
ブ
ー
・
マ

リ
ッ
ク
、
ナ
ラ
ヤ
ン
・
シ
ャ
ー
ス
ト
リ
ー
、
こ
の
地（
ベ
ン
ガ
ル
）の
学
パ
ン
デ
ィ
ッ
ド
者
ガ
ウ
リ
ー
、
チ
ャ
ン
ド
ラ
、
ア
チ
ャ
ラ
ー
ナ

ン
ダ
た
ち
が
、
し
ば
し
ば
タ
ク
ー
ル
に
お
会
い
し
て
い
た
。
ボ
ル
ド
ワ
ン
の
藩
王
の
顧
問
学
者
パ
ド
マ
ロ
ー
チ
ャ
ン
、

ア
ー
リ
ヤ
協サ
マ
ー
ジ会
の
ダ
ヤ
ー
ナ
ン
ダ
に
も
会
わ
れ
た
。
タ
ク
ー
ル
生
誕
の
地
で
あ
る
カ
マ
ー
ル
プ
ク
ル
村
、
お
よ
び
シ
オ

ル
、
シ
ャ
ー
マ
バ
ザ
ー
ル
等
の
地
方
か
ら
も
大
勢
の
信
者
た
ち
が
こ
の
方
に
お
会
い
し
た
。

　
ブ
ラ
フ
マ
協
会
の
人
た
ち
、
バ
ガ
ヴ
ァ
ン
・
ダ
ー
ス
・
バ
バ
ジ
の
こ
と

　

ブ
ラ
フ
マ
協サ
マ
ー
ジ会

か
ら
も
大
勢
の
人
が
タ
ク
ー
ル
の
許も
と

に
出
入
り
し
て
い
た
。
ケ
ー
シ
ャ
ブ
、ヴ
ィ
ジ
ャ
イ
、カ
ー
リ
ー

（
・
バ
ス
）、
プ
ラ
タ
プ
、
シ
ヴ
ァ
ナ
ー
ト
、
ア
ム
リ
タ
、
ト
ラ
イ
ロ
ー
キ
ャ
、
ク
リ
シ
ュ
ナ
ビ
ハ
リ
、
マ
ニ
ラ
ル
、
ウ

メ
シ
ュ
、
ヒ
ー
ラ
ナ
ン
ダ
、
バ
ヴ
ァ
ー
ニ
ー
、
ナ
ン
ダ
ラ
ル
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
多
く
の
ブ
ラ
フ
マ
協
会
員
が
い
つ

も
来
て
い
た
。
タ
ク
ー
ル
自
身
も
、
ブ
ラ
フ
マ
協
会
員
た
ち
に
会
い
に
出
か
け
ら
れ
た
。
マ
ト
ゥ
ー
ル
の
生
存
中
、
タ

ク
ー
ル
は
彼
に
伴
わ
れ
て
デ
ベ
ン
ド
ラ
ナ
ー
ト
・
タ
ゴ
ー
ル
を
邸
宅
に
訪
問
さ
れ
た
り
、
ア
ー
デ
ィ
・
ブ
ラ
フ
マ
協サ
マ
ー
ジ会

の
礼
拝
行
事
の
と
き
に
会
わ
れ
た
。
後
に
な
っ
て
ケ
ー
シ
ャ
ブ
の
ブ
ラ
フ
マ
協
会
の
集
会
堂
や
、
サ
ー
ダ
ー
ラ
ン
協サ
マ
ー
ジ会

に
も
礼
拝
行
事
を
見
に
行
か
れ
た
。
ケ
ー
シ
ャ
ブ
の
家
に
は
始
終
お
い
で
に
な
っ
て
、
そ
こ
で
は
ブ
ラ
フ
マ
協
会
員
た

ち
と
実
に
愉
快
に
楽
し
く
時
を
過
さ
れ
た
。
ケ
ー
シ
ャ
ブ
も
常
に
、門
弟
た
ち
を
連
れ
た
り
、あ
る
い
は
独ひ
と

り
で
タ
ク
ー
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ル
の
許も
と

に
来
て
い
た
。

　

カ
ー
ル
ナ
ー
で
、
バ
ガ
ヴ
ァ
ン
・
ダ
ー
ス
・
バ
バ
ジ
と
お
会
い
に
な
っ
た
。
タ
ク
ー
ル
の
三
昧
状
態
を
ご
覧
に
な
っ

て
、
バ
バ
ジ
は
こ
う
お
っ
し
ゃ
っ
た
。「
あ
な
た
は
神マ
ハ
ー
プ
ル
シ
ャ

聖
な
る
魂
で
あ
ら
れ
る
。
あ
な
た
こ
そ
、
チ
ャ
イ
タ
ニ
ヤ
様
デ
ー
ヴ
ァの

座
に
坐
ら
れ
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
御
方
だ
」

　
す
べ
て
の
宗
教
は
互
い
に
理
解
し
尊
敬
し
あ
う
べ
し

　

タ
ク
ー
ル
は
、
す
べ
て
の
宗
教
は
互
い
に
尊
敬
し
、
仲
良
く
し
合
う
べ
き
も
の
で
あ
る
、
と
の
お
考
え
か
ら
、
ヒ
ン

ド
ゥ
ー
教
内
の
ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
派
、
シ
ャ
ク
テ
ィ
派
、
シ
ヴ
ァ
派
等
の
方
式
の
修
行
方
法
を
実
行
さ
れ
、
一
方
、
ア
ッ
ラ
ー

の
一
名
を
称
え
た
り
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
を
瞑
想
さ
れ
た
り
な
さ
っ
た
。
タ
ク
ー
ル
の
お
住
ま
い
に
な
っ
て
い
た
部

屋
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
神
々
の
絵
像
や
ブ
ッ
ダ
様
の
お
像
が
置
か
れ
て
あ
る
。
イ
エ
ス
が
水
に
溺
れ
よ
う
と
し
て
い
る

ペ
テ
ロ
を
救
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
絵
も
壁
に
掛
け
て
あ
る
。
現
在
で
も
、
そ
の
部
屋
に
行
け
ば
皆
そ
の
ま
ま
に
な
っ
て

い
る
の
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
最
近
で
は
、
こ
の
部
屋
は
イ
ギ
リ
ス
人
や
ア
メ
リ
カ
人
の
信
者
た
ち
が
入
っ
て
、
タ

ク
ー
ル
に
想
い
を
集
中
し
て
瞑
想
し
て
い
る
の
が
み
ら
れ
る
。

　

あ
る
日
の
こ
と
、
宇
宙
の
大
実
母
に
し
つ
こ
く
ね
だ
っ
て
こ
ん
な
こ
と
を
言
わ
れ
た
。「
大マ

ー
実
母
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ン

と
い
う
あ
ん
た
の
信
者
た
ち
は
、
あ
ん
た
を
ど
ん
な
ふ
う
に
呼
ん
で
い
る
の
か
見
た
い
か
ら
、
ど
う
し
て
も
わ
た
し
を

そ
こ
へ
連
れ
て
い
っ
て
お
く
れ
よ
」
数
日
後
、
カ
ル
カ
ッ
タ
へ
行
か
れ
た
と
き
、
キ
リ
ス
ト
教
会
の
戸
口
の
と
こ
ろ
か

ら
内
部
で
行
わ
れ
て
い
る
礼
拝
の
模
様
を
観
る
機
会
を
持
た
れ
た
。
タ
ク
ー
ル
は
戻
っ
て
こ
ら
れ
て
か
ら
信
者
た
ち
に
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語
ら
れ
た 

―
― 「（
カ
ー
リ
ー
寺
院
の
）支
配
人
に
遠
慮
し
て
、中
に
は
入
ら
な
か
っ
た
よ
。そ
ん
な
と
こ
ろ
へ
行
っ
た
人
は
、

二
度
と
カ
ー
リ
ー
寺
院
に
来
な
い
で
く
れ
、
な
ん
て
言
わ
れ
る
と
困
る
か
ら 

―
―
」

　
婦
人
信
者
と
子
供
た
ち

　

タ
ク
ー
ル
に
は
ま
た
、
大
勢
の
婦
人
信
者
が
あ
っ
た
。
ゴ
パ
ー
ラ
・
マ
ー（
ゴ
パ
ー
ル
＝
幼
児
ク
リ
シ
ュ
ナ
を
信
仰
し
て
い

た
婦
人
）を
母
親
の
よ
う
に
思
っ
て
、彼
女
の
こ
と
を〝
ゴ
パ
ー
ル
の
か
あ
さ
ん
〟と
言
っ
て
呼
ん
で
お
ら
れ
た
。
す
べ
て

の
婦
人
を
宇バ

ガ

ヴ

ァ

テ

ィ

ー

宙
の
母
な
る
至
高
者
の
顕
現
と
み
な
さ
れ
て
、
拝
ん
で
お
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
婦
人
を
宇
宙
の
大
実

母
の
現
れ
で
あ
る
と
感
得
出
来
る
ま
で
、
即
ち
、
神
に
対
し
て
純
粋
無
垢
な
信
仰
が
得
ら
れ
る
ま
で
は
、
男
性
は
婦
人

に
関
し
て
細
心
の
注
意
を
払
わ
な
く
て
は
い
け
な
い
の
だ
と
、
常
々
お
諭さ
と

し
に
な
ら
れ
た
。
非
常
に
信
仰
の
篤
い
婦
人

た
ち
と
さ
え
、
交
際
す
る
こ
と
を
止と

め
て
お
ら
れ
た
。
大
実
母
に
向
か
っ
て
、
自
ら
こ
う
お
っ
し
ゃ
っ
て
お
ら
れ
た
。

「
マ
ー
よ
、
も
し
、
わ
た
し
の
な
か
に
色
欲
が
起
こ
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、
マ
ー
、
す
ぐ
に
喉
を
ナ
イ
フ
で
か

き
切
っ
て
お
く
れ
」

　

タ
ク
ー
ル
の
信
者
に
な
っ
た
人
び
と
は
数
え
き
れ
ぬ
ほ
ど
で
あ
る
。
そ
れ
と
明
ら
か
に
世せ
じ
ょ
う上
に
わ
か
っ
て
い
る
人
も

あ
る
し
、
知
ら
れ
ず
に
い
る
人
も
あ
り
、
そ
の
す
べ
て
の
名
を
挙
げ
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
こ
の
「
大
シ
ュ
リ
ー
・
シ
ュ
リ
ー

聖
ラ
ー

マ
ク
リ
シ
ュ
ナ
・
不コ

タ

ム

リ

ト

滅
の
言
葉
」
の
な
か
に
も
大
勢
の
人
た
ち
が
出
て
い
る
。
子
供
た
ち
も
多
く
出
て
く
る 

―
― 

ラ
ー

マ
ク
リ
シ
ュ
ナ
、
パ
ト
ゥ
、
ト
ゥ
ル
シ
ー
、
シ
ャ
ー
ン
テ
ィ
、
シ
ャ
シ
ー
、
ヴ
ィ
ピ
ン
、
ヒ
ー
ラ
ラ
ル
、
ナ
ゲ
ン
ド
ラ
・

ミ
ト
ラ
、
ウ
ペ
ン
ド
ラ
、
ス
レ
ン
ド
ラ
、
ス
レ
ン
な
ど
。
そ
れ
に
、
小
さ
い
女
の
子
た
ち
も
大
勢
タ
ク
ー
ル
に
お
会
い
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し
た
。
現
在
で
は
、
そ
の
子
供
た
ち
も
皆
タ
ク
ー
ル
の
弟
子
に
な
っ
て
い
る
。

　
結
　
び

　

こ
の
世
で
の
活
動
が
終
っ
た
後
に
、
ど
れ
ほ
ど
多
く
の
人
が
こ
の
御
方
の
教
え
を
信
奉
し
た
こ
と
か
。
ま
た
な
る
で

あ
ろ
う
か
。
マ
ド
ラ
ス
、ラ
ン
カ
ー（
セ
イ
ロ
ン
）、イ
ン
ド
北
西
部
、こ
れ
か
ら
も
ラ
ー
ジ
ャ
プ
タ
ナ（
ラ
ジ
ャ
ス
タ
ン
）、

ク
マ
ー
ウ
ー
ン
、
ネ
パ
ー
ル
、
ボ
ン
ベ
イ
、
パ
ン
ジ
ャ
ブ
、
日ジ
ャ
パ
ン本
、
そ
れ
に
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
な
ど
の
各
地
に
信

奉
者
の
家
族
は
拡
が
り
、
そ
し
て
、
こ
の
上
も
な
お
漸
次
増
加
し
つ
つ
あ
る
。

ベ
ン
ガ
ル
暦
一
三
一
〇
年（
西
暦
一
九
〇
三
年
）、ジ
ャ
ン
マ
ス
タ
ミ
ー
の
日（
ク
リ
シ
ュ
ナ
の
誕
生
祭
）


